
 

 

1. バックアップ
バージョンアップの前には、下記のいずれかの手順で

必ずバックアップを行ってください。 

※複数台でお使いのお客様はいずれか 1 台のパソコン

で行ってください。 

・メニュー画面から「日次業務」→「データバックアップ」 

・メニュー画面下部のお好みメニューの「データバックア

ップ」 

・メニュー画面終了時に表示される自動バックアップ実

行画面

2. バージョンアップの準備
※複数台でお使いのお客様は親機・サーバ機で行って

ください。（別拠点がある場合も同様） 

※バージョンアップ処理を開始する前に使用中のプロ

グラムをすべて終了してください。 

1. すべてのパソコンで RacroSⅡを起動しない状態に

し、パソコンに「バージョンアップ DVD」をセット

します。DVDの色は緑です。

 

 

 

 

 

 

 

 

2. バージョンアップメニューが表示されましたら、次の

手順に進みます。

DVD をセットした際に下図のメッセージが表示さ

れた場合は・・・ 

下記の手順で「rundll32.exe の実行」をクリックし

ます。 

バージョンアップ手順書 

バージョンアップメニュー画面が自動的に表示され

ない場合は・・・ 

次の操作を行ってバージョンアップメニュー画面を

表示してください。 

①Windows の「スタート」ボタン（旗のマーク）を

右クリックして「エクスプローラー」を選択します。 

②「PC」または「コンピューター」を選択します。

③DVDドライブを右クリックして「開く」を選択し

ます。

④「SMENU」をダブルクリックします。

システムを複数台でご使用の場合、アプリケーションのバージョンアップはシステムをお使いの

全てのパソコンで作業を行います。また、作業を行うパソコン以外では、システムの画面を全て終

了してください。 

念のため、作業前にバックアップをお取りください。 
●1 台でご使用の場合・・・１→２→３→４の順に作業を行います。

●複数台でご使用の場合・・・1→２→３→４→５の順に作業を行います。

●複数拠点があり、サーバ機を設置していない拠点でご使用の場合・・・５の作業を行います。
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3. 整備提供データのバージョンア
ップ 

 

1. 「整備提供データのバージョンアップ」をクリックし

ます。 
 

2. 「次へ」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 「開始」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. 確認メッセージにて「はい」をクリックすることでバ

ージョンアップ処理が開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 「OK」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

4. アプリケーションのバージョン
アップ 

 

１．「アプリケーションのバージョンアップ」をクリック

します。 
 

２．「次へ」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

３．「開始」をクリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．確認メッセージにて「はい」をクリックすることでバ

ージョンアップ処理が開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

バージョンアップが完了するまで、30 分～40 分

程かかります。 

※お客様がご利用中のパソコンの環境により異な

ります。次の画面が表示されるまで、そのままお待

ちください。 

続いてアプリケーションのバージョンアップを行

います。 

バージョンアップが完了するまで、5分～10分程か

かります。 

※お客様がご利用中のパソコンの環境により異なり

ます。次の画面が表示されるまで、そのままお待ちく

ださい。 
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５．「OK」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

1台でお使いの方は、ここでバージョンアップ作業は終

了です。 

 

複数台でお使いの方は、引き続き５．アプリケーション

のバージョンアップ（子機）にお進み下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. アプリケーションのバージョン
アップ（子機） 

親機（またはサーバ機）のバージョンアップを完了後、

以下の作業を進めてください。 

 

１．RacroSⅡのアイコンをダブルクリックします。 
 

２．バージョンアップ確認の画面が表示されますので、

「OK」をクリックします。 

下記メッセージが表示されない場合、パソコンの再起

動を行ってください。 

 

 

 

 

 

 
 

３．「次へ」をクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．「開始」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※鈑金オプションをお使いのお客様 

鈑金提供データ DVD(青色)をパソコンにセット

してお使いください。 

 

セット時、自動再生画面が表示されましたら、「何

もしない」を選択し、画面を終了してください。 

DVD 内のフォルダが表示される場合は、右上の

[×]をクリックし、画面を終了してください。 

弊社発送の DVD は再インストールなどに使用する

ため、過去 2 回分の保管をお願いします。不用な

DVDは、お住いの地域の分別ルールに従って廃棄を

お願いします。 
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５．確認メッセージにて「はい」をクリックすることでバ

ージョンアップ処理が開始されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

６．「OK」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

バージョンアップ作業は以上で終了です。 

他に子機（クライアント機）をお使いの場合は、同様に 

バージョンアップを行ってください。 

 

バージョンアップ後の変更点は、次ページ以降をご確認く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バージョンアップの画面にて「【サーバ】

バージョンアップ」と表示される場合は、

「変更」ボタンから「【クライアント】バ

ージョンアップ」を選択後、「確定」をク

リックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バージョンアップが完了するまで、5分～10分程か

かります。 

※お客様がご利用中のパソコンの環境により異なり

ます。次の画面が表示されるまで、そのままお待ちく

ださい。 

※鈑金オプションをお使いのお客様 

鈑金提供データ DVD(青色)をパソコンにセット

してお使いください。 

 

セット時、自動再生画面が表示されましたら、「何

もしない」を選択し、画面を終了してください。 

DVD 内のフォルダが表示される場合は、右上の

[×]をクリックし、画面を終了してください。 

弊社発送の DVD は再インストールなどに使用する

ため、過去 2 回分の保管をお願いします。不用な

DVDは、お住いの地域の分別ルールに従って廃棄を

お願いします。 
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●Ver.2504.00 での変更点 

 （※お使いのオプションにより使用できる機能が異なります。各項目タイトル部分をご確認ください。） 

 

 2025 年 4 月以降の車検制度変更に伴う対応  

道路運送車両法施行規則の改正により、2025 年 4 月以降、有効期間満了日の 2 か月前から車検の手

続きを行えるようになります。制度変更自体に関しては、国土交通省ホームページをご確認ください。 

 

国土交通省ホームページ、報道発表資料： 

https://www.mlit.go.jp/report/press/jidosha02_hh_000645.html 

 

弊社システムでは、各画面で重量税額を算出し表示しています。2 か月前から車検の手続きを行った場

合も考慮し、13 年および 18 年経過の重量税額を算出するように、今回のバージョンアップにて対応さ

せていただいております。 

 

対象機能：車検証/整備伝票/重量税納付書等の車検継続書類（※オプション機能）/重量税一括更新等 

 

 

 特定整備記録簿 次回点検整備実施時期の印字 

特定整備記録簿の用紙に「次回点検整備実施時期」の項目がある場合に備え、「次回点検」の項目を追

加し、印字できるように対応しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「次回点検」項目に関して、縦位置/横位置の初期値は 0.00 ㎜です。印字する場合、印字調整

が必要です。地域によって用紙が異なるため、印字が必要な場合は設定を行います。 

 

《印字の設定方法》 

【特定整備記録簿】画面で[印位置]をクリックします。調整方法は次ページをご参照ください。 

※特定整備記録簿のタイプ名称ごとに設定が必要になります。 
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《印字位置の設定方法》 

・印字位置を調整する場合は、下記を参考に設定をお願いします。コピー用紙などに試し

印刷をし、必要に応じて定規等で測りながら設定変更してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印字 

・・・印字有無を変更できます。印字する場合は☑チェックを入れます。印字しない場合

はチェックを外してください。 

縦位置 

・・・各項目の印刷を上下方向へ移動したい場合に変更します。0.1mm 単位で変更がで

きます。例えば、現在の設定が縦「10.0mm」の状態でさらに 2.5mm 上方向に

印刷したい場合は、「10.0mm」を「7.5mm」に変更します。 

※左側のプレビューエリアから印字調整したい項目名をクリックし、中心部を選択

してからマウス操作でドラッグすることで移動しても構いません。 

横位置 

・・・各項目の印刷を左右方向へ移動したい場合に変更します。0.1mm 単位で変更がで

きます。例えば、現在の設定が横「10.0mm」の状態でさらに 2.5mm 右方向に

印刷したい場合は、「10.0mm」を「12.5mm」に変更します。 

※左側のプレビューエリアから印字調整したい項目名をクリックし、中心部を選択

してからマウス操作でドラッグすることで移動しても構いません。 

幅/高さ 

・・・入力エリアの幅/高さを設定します。 

文字の配置(横) 

・・・文字の配置(横)を選択します。左揃え/中央揃え/右揃えから選択します。 

文字の配置(縦) 

・・・文字の配置(縦)を選択します。上揃え/中央揃え/下揃えから選択します。 

フォントサイズ 

・・・印字する文字サイズを指定することができます。 

マス目印字 

・・・マス目印字するかどうかを選択します。☑チェックを入れることで、マス目の数/

マス目の間隔を設定することができます。チェックを外すことで、文字の折り返し

/自動縮小について設定することができます。 

 

 

 

右側の項目名を選択します。 

※左側のプレビューエリアから印字

調整したい項目名をクリックし、選

択しても構いません。 

選択した項目名に関する設定が右下

側のエリアに表示されますので、調

整を行います。 
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 指定整備記録簿 次回点検整備実施時期、燃料タンク、燃料〇印字 

指定整備記録簿の用紙に関して、印字用の項目を追加しました。 

① 指定整備記録簿の用紙に「次回点検整備実施時期」の項目がある場合に備え、「次回点検」の項目

を追加し、印字できるように対応しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《印字の設定方法》 

【指定整備記録簿】画面で[印位置]をクリックします。調整方法は前ページをご参照ください。 

※指定整備記録簿のタイプ名称ごとに設定が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

② 「燃料タンク」の数と容量を記載する必要がある場合に備え、印字できるように対応しました。併

せて、【車検証-装備】画面へ燃料タンク情報を入力するためのボタンを設けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【車検証】画面の燃料タンク情報はすべての車両において入力することができますが、指定整備

記録簿への印字は「自家用貨物」「事業用」「大型特殊」に限ります。 

 「燃料タンク」項目に関して、縦位置/横位置の初期値は 0.00 ㎜です。印字する場合、印字調

整が必要です。地域によって用紙が異なるため、印字が必要な場合は設定を行います。 
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《印字の設定方法》 

【特定整備記録簿】画面で[詳細]をクリックします。 

「燃料タンク情報を印字する」に☑チェックが入っていることを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指定整備記録簿】画面で[印位置]をクリックします。調整方法は前述の通りです。 

※指定整備記録簿のタイプ名称ごとに設定が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

印字用の項目名として、2 パターン用意しています。用紙に応じた項目名をご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※上記は燃料タンクの「容量 1」のみ入力している場合の印字例です。 

燃料タンクの「容量 1～4」へそれぞれ「10L」「20L」「30L」40L」と記入している場合、 

「10L 20L 30L 40L」と印字されます。 

 

 

  

燃料タンクの「個数」「容量 1～4」

の数値のみを印字します。 

燃料タンクの項目名および「個数」、

「容量 1～4」の数値および L を羅列

し、印字します。※ 
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③ 「ガソリン・電気」「ガソリン・LPG」等、2 つの燃料種類に〇印字できるように【指定整備記録簿】

画面へ設定と印字項目を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 今回追加となる項目に関して、縦位置/横位置の初期値は 0.00 ㎜です。印字する場合、印字調

整が必要です。地域によって用紙が異なるため、印字が必要な場合は設定を行います。 

 

 

《印字の設定方法》 

【指定整備記録簿】画面で[燃料設]をクリックします。 

 

 

 

 

 

燃料種類を選択し、[修正]をクリックします。例として「ガソリン・電気」で両方に〇を付ける場

合、「記録簿〇印字用 2：電気」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指定整備記録簿】画面で[印位置]をクリックします。調整方法は前述の通りです。 

※指定整備記録簿のタイプ名称ごとに設定が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

用紙イメージ 

【指定整備記録簿】画面 

〇 〇 
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従来、指定整備記録簿印字用の項目名としては「ガソリン」「軽油」「LPG」「その他」「CNG」の

みでしたが、「灯油」「電気」「圧縮水素」「メタノール」「LNG」「ANG」を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 整備伝票、受付入力 レバレートと値引率の優先設定 

整備伝票および受付入力(※オプション機能)の設定メニューへ「値引・レバレート優先設定」の項目を

追加しました。顧客と請求先どちらの「値引率」「レバレート」を優先するか、選択することができます。

初期値は「レバレート：顧客優先」「値引：請求先優先」です。 

 ※上記設定は【車検証-メモ】画面で「優先区分：顧客」が選択されている場合に限ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 e-JiBAi 連携 ご当地ナンバー追加の対応 

e-JiBAi 連携時に使用する「陸事変換マスタ保守」(各マスタ設定 → 保険情報設定 → e-JiBAi 変換マ

スタ保守)へご当地ナンバーの追加をしました。 

※個別に追加した陸事名を上書きしてしまわないよう、「陸事マスタ保守」(各マスタ設定 → 車両情報

設定)への追加はいたしません。必要に応じて、「陸事マスタ保守」への登録をお願いいたします。 

 

追加対象のご当地ナンバー：十勝/江戸川/安曇野/南信州  

 

今回追加になった印字用の項目名です。 

前ページの【燃料種類印字設定】画面で

「記録簿〇印字用 2」として選択するこ

とができます。 
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 車販見積発行 福祉車両対応 

 車販見積発行に関して、福祉車両対応しました。 

① 【車販見積発行】画面で車両本体/任意項目/付属品/特別仕様の欄を非課税扱いにできるようにチ

ェックボックスを設けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福祉車両等で非に☑チェックを入れた場合、印刷時「非」マークが印字されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

福祉車両等で非課税扱いにする場合、

☑チェックを入れます。 

常時車両と一体性があると認められる部用

品等で非課税扱いにする場合、☑チェック

を入れます。 

印刷イメージ 
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② 福祉車両対応に伴い、課税/非課税に分けて原価入力(※オプション機能)できるように対応しまし

た。売上および原価入力時の税モードにより、【原価入力】画面のレイアウトが変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記に伴い、「車両販売損益一覧」へ原価(非)の金額が計上されます。また、見出しを「課税計額」

から「売上小計」へ変更しました。 

 

 

 車両在庫管理 福祉車両対応 

 車両在庫管理に関して、福祉車両対応しました。 

① 【車販見積発行】画面同様、【在庫車両仕入入力】画面へ車両本体価格の欄を非課税扱いにできる

ようにチェックボックスを設けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売上：内税、原価入力：内税の場合 

売上：内税、原価入力：外税の場合 

福祉車両等で非課税扱いにする場合、

☑チェックを入れます。 

【車販見積発行】画面で[新規]→[在庫検]の

順にクリックし、在庫情報を呼出した場

合、非課税の☑チェックが引継ぎされます。 

12



 

② 【車販見積発行】画面同様、【在庫車両仕入入力】画面からも課税/非課税に分けて原価入力(※オプ

ション機能)できるように対応しました。仕入および原価入力時の税モードにより、【原価入力】画

面のレイアウトが変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記に伴い、「車両販売損益一覧」「古物台帳」「在庫車両一覧」へ原価(非)の金額が計上されます。 

 

 

 

仕入：内税、原価入力：内税の場合 

仕入：内税、原価入力：外税の場合 
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